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お得な年間パスポート 

庭園のコトが良く
わかる庭園ガイドツ
アーは、毎週土・日
曜日の 11 時・14
時にスタート！ 
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ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１４０号 

 

●小石川後楽園用● 
一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 
 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 
65 歳以上:2,000 円 

 

大名庭園でお正月 

 

 早いもので、今年もすでに師走！街では、イルミネ

ーションも輝き、冷たい風にさらされ、色味の少なくな

る季節に、キラキラとした暖かみと華を添えています。 

 園内の１２月は、みなさまと同じ。新しい一年を気持

ち良く迎えることができるよう、庭師たちも大忙しで作

業を進めています。 

 その中でも、特に力を入れるのが、毎年、みなさまに

ご好評の門松です。大きさと一緒に、足元に施される藁

(わら)の細工にもご注目ください。 

                  左の写真は今年 

                 のお正月に飾った 

                 ものです。 

                  園内の田んぼで 

                 収穫したモチ米を 

                 脱穀した後に残っ 

                 た、たくさんの藁 

                 の中から、一本一 

                 本、美しいモノだ 

                 けを選ぶ「わらす

ぐり(藁選り)」と呼ばれる作業を経て、選び抜かれた藁

だけで作られた細工は、庭師の技の結晶でもあります。 

年末に登場する門松にもぜひ、ご期待ください。 

 これからの季節は、モミジや、イチョウなど、落葉樹

が葉っぱを落とし、樹の枝先まで良く見えるようになり

ます。お気に入りの樹を見つけて、四季を通して観察し

てみるのも楽しいと思います。 

  

 小石川後楽園は、１２月２９日(木)～１月１日(日)の

間、休園させていただき、新年は１月２日(月)から開園

『大名庭園でお正月』と題して、下記の内容で、みなさ

まをお迎えいたします。新しい年の始まりを、歴史のあ

る庭園でもお過ごしください。 

 また、お休み処『びいどろ茶寮』も、１月２日(月)か

ら営業をいたします。ランチや、散策時のひと休みにい

かがでしょうか？ 

 さて、来年 2023 年には、当園が文化財指定を受け

てから 100 周年を迎えます。それを記念して、例年開

催の『梅香る庭園へ』を、よりパワーアップして、催し

物を行います。事前募集のものもございますので、詳し

くは、ホームページやチラシをご覧ください。 

 

 年明けの休園、感染症予防対策へのお願いなど、今年

もみなさまのご理解とご協力をいただきました。心より

お礼申し上げます。 

 来年は兎年！嬉しくて、楽しくて、ピョ～ン、ピョ～

ンと飛び上がれるような素敵な一年になりますように。 

 

開催期間：１月２日(月)・３日(火) 

内容：●昔遊びコーナー 松原にて、羽根つきや独楽まわ

しなど、懐かしい正月遊びをお楽しみください。(10 時～

1５時 30 分、雨天中止。感染症予防の対策をとりつつ、

開催の予定です。みなさまの、ご理解とご協力をお願いい

たします。) 

●記念撮影コーナー 新しい年の始まり、みなさまで、記

念写真はいかがでしょうか。 

●庭園ガイド 11 時・14 時(西門から庭園に入った右手

集合場所より出発、雨天中止) 

※例年開催していました里神楽、獅子舞の公演はございま

せん。 

冬の小石川散歩 
 外に出るのも億劫な寒い季節になりましが、せ

っかくお出掛けされた暖かい日は、もう少し、お散

歩してみませんか？ 

 今回、ご紹介するのは、葛飾北斎の「富嶽三十六

景 礫川 雪の旦(こいしかわ ゆきのあした)」に

まつわるイロイロです。 

 

 
 小石川後楽園の「小石川」の由来は、この周辺に

小石が多い川が幾筋もあったから、との説がありま

す。上の絵の題名にもなっている「礫川」、礫の字

には小さい石、小石の意味もあるそうです。パソコ

ンに「こいしかわ」と入力すると、「小石川」のほ

かに「礫川」も表示されます。現在も文京区には、

この字の別の読み方「礫川(れきせん)」と付く学校

や公園などがあります。 

 さて、「富嶽三十六景 礫川 雪の旦」は、当園

西門から徒歩８分ほどに位置する、牛天神北野神社

境内西側にあった茶屋から、遠くに富士山を望んだ

ものだと考証されているそうです。また、「富嶽三

十六景」の中で、唯一の雪景色を描いたものなのだ

とか。現在、この周辺には多くの高い建物があり、

富士山を見ることは難しい状況ですが・・・。 

 園内の木曽路周辺にある「白雲台跡」、こちらも

今は、頭上を高木に覆われた鬱蒼とした高台ですが

資料によれば、“高台に上れば、はじめて白雲の行

きかう様子を見ることができ、遠くは妙義、榛名の

山々が、目前には赤城築土の社等が見えた”とされ

ています。 

 ここに登場する妙義、榛名は群馬県にある妙義山

と榛名山、赤城築土の社は、当園から歩いて 15 分

ほど、神楽坂周辺にある赤城神社と、築土八幡神社

と思われます。今では、妙義、榛名はいうまでもな

く、近くの赤城築土の社さえも、見ることはできま

せんが、上の絵に描かれているように、その昔、こ

の周辺もスコ～ンっと、本当に見晴らしが良かった

のでしょう。 

 縁起は鎌倉時代まで遡る牛天神北野神社、境内に

は、天神様・菅原道真公が愛した梅も植えられ、毎

年、見ごろを迎えるころには「紅梅まつり」も開催

されます。昔とは違った、現代の景色を目にしてい

る私たちですが、遠い昔に想いを馳せつつの、お散

歩はいかがでしょうか？ 

 ちなみに、「富嶽三十六景 礫川 雪の旦」は、

2020 年に導入された日本国パスポートの新絵柄

24 作品のひとつに選ばれています。来年は、みな

さまのパスポートも大活躍できる一年になることを

願いつつ。 

 

(画像：国立国会図書館デジタルコレクション) 

９庭園インスタグラム 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

